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チーム学習を円滑にする人間関係を作り上げる第一歩として、お互いの顔と名前を

覚えることや、それぞれの長所を知ることはとても大切なことです。そこで、1チーム

または複数チームで｢名前覚えゲーム｣を行い、名前を覚えることからチームワーク作

りをはじめましょう。 

 

１．ゲームの進め方 

① 全員が輪になるように向かい合って座
ります． 

 

② 最初の人が，｢わたしの名前は Aです．｣
と自分の名前を言います． 

 

③ まず右回りで隣に座っている人が，｢私
は Aさんの隣の Bです．｣と最初の人の

名前をいってから自分の名前を付け加

えて言います． 

 

④ その隣の人は更に自分の名前を付け加えていきます．｢A さんの隣の Bさんの隣の
Cです．｣ 

 

⑤ このように順次，最初の人の名前から始めて，自分までのすべての人の名前を言
ってから，自分の名前を付け加えます．最後の人は全員の名前を覚えることにな

ります． 

 

⑥ 最後まで名前覚えが成功したら，次は左回りで最後の人からで同じ事を繰り返し
ます．したがって今度は一番最初の人がすべての人の名前を言わなければなりま

せん． 

 

｢名前覚えゲーム｣の他にも，名前を覚えるいろいろな方法はあります．みなさんは，ど

のような方法で人の名前を覚えますか．どんな工夫が考えられますか． 

よい方法があったら，ぜひ提案してください． 

 

 

名前覚えゲーム 
活動案内 
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